
[bookmark: _GoBack]記入表101-9_別表1(b)　	新たなバイオマスプラスチックまたはバイオマス原料を使用した製品の申請に係る情報提供シート
年　　月　　日
提出先：公益財団法人日本環境協会
エコマーク事務局　宛
会 社 名：                                 　　　          
部　　署：                                         　　　  
記載者名：                                         　　　　
E-mail  ：                                        　　　　 

１．エコマーク申請商品に使用されるバイオマスプラスチックに関する情報
	[bookmark: _Hlk101957121]項目
	記入欄

	樹脂の種類（例：PE）
	

	構造式
	

	主な用途（成型品・繊維）
	

	バイオマスプラスチックの上市と生産量
	□上市済み（□国内／□海外）
□未発売（発売予定時期　　　　年　　月頃）

	
	生産量（予定・推測を含む）　　　トン（　　　年）

	樹脂を製造する事業者名（およびURL）
（提案者以外の事業者を含めて、提案樹種のバイオマスプラスチックの製造事業者名を記載して下さい）
	

	代替する樹脂（化石資源由来の樹脂）
	

	原料から樹脂製造までの一連の製造工程のフロー図
（原料採取からモノマー、樹脂製造までの各工程の説明、発酵工程などの有無等）
	別紙可

	全面的バイオマス／部分的バイオマス
	□全面的バイオマス(バイオベース合成ポリマー含有率100%)
□部分的バイオマス　→　当該樹脂中に配合できる最大のバイオベース合成ポリマー含有率【　　%】

	マスバランス(MB)方式の有無
	□実配合　／　□MB方式
※MB方式の場合には、本取扱方針の対象外です。

	生分解性能の有無
	□あり　／　□なし

	使用後の処理方法
代替する樹脂（化石資源由来の樹脂）と比較して、廃棄・リサイクル等の課題はあるか。（想定される廃棄方法等）
	






２．バイオマス原料の素性
	項目
	記入欄

	バイオマス原料（植物名など）の種類
	

	栽培地（国、州、市等）、または廃棄物・副産物等の場合には発生過程等
	

	当該バイオマス原料の生産量または発生量
	

	当該バイオマス原料の主な用途（主産物または副産物のどちらに該当するか。）
	

	栽培地の状況（植物の場合、どのような土地で栽培されているのか。（例：泥炭地））
	

	今後、当該バイオマスプラスチック生産が拡大した場合、原料への影響はあるか。
（他用途への影響、原料となる植物栽培の急拡大による他への影響の可能性など）
	

	食糧との競合はないか。
	

	再生資源は利用可能か。
（再生資源の場合、発生源、収集方法、EU REDでの扱いなど）
	



３．バイオマス原料の持続可能性に関する情報
	項目
	記入欄

	原料に関する持続可能性の認証制度またはイニシアティブ等（例：RSPO、ISCC）の存在の有無および取得状況（ある場合は具体的な名称と基準内容）
	

	原料の栽培に関してNGOや研究者から持続可能性の観点で指摘されている点があるか。（ある場合には、具体的な内容、URL）
	

	その他、当該バイオマス原料について懸念となる部分はあるか。
	



４．その他
	項目
	記入欄

	同じバイオマス原料を利用して製造されたバイオマスプラスチックの存在有無（ある場合には、樹脂名を記載）
	

	その他
	


※その他、製造事業者の会社概要や関連する資料を添付して下さい。
本情報提供シートでご提出いただいた情報は、エコマークの申請書類の一つとして、エコマーク事務局および関連委員会限りで取扱います。なお、審査委員会は、提出されたチェックシートの情報にもとづきバイオマスプラスチックの持続可能性を精査しますが、必要に応じて追加調査や、審査委員会内に設置された評価パネルに照会を行うことがあります。また通常の審査よりも審査期間が長くなる場合があります。
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